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経営情報学部 上野 雄史



本学における協定校の状況
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ヨーロッパの大学との交流

ヨーロッパ、とくにEU域内にある大学との交流には本学にとっ
ても大きな意義があります。

•大学制度の源流との接続：ヨーロッパは大学の仕組みそのもの
の発祥地であり、高等教育の歴史的伝統に直接触れることがで
きます。

•国際共同研究の基盤形成：イギリス・EU圏内での学際的・国際
的な研究連携が進んでおり、共同研究の機会が拡大します。

•異文化理解：多言語・多文化環境に身を置くことの意義があり
ます。
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Università degli 
Studi di Parma
• パルマ大学は、イタリア
の主要な大学であり、か
つ最も古い大学のひとつ

• 27,000人以上の生徒と
1,800人以上の教員・研究
者・職員

• 3年の基礎課程（39）、5
年の基礎課程と専攻課程
の一貫コース(6)、専攻課
程（43、うち6コースは英
語にて提供）の合計88
コースを提供する学際的
な大学
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パルマ大学の
キャンパス・そ
の周辺

• ヨーロッパ最古
の劇場やオペラ
の殿堂、教会や
博物館に加え、
多くのエレガン
トな建造物が見
られ、芸術の街
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豊かな食文化

• 「パルミジャー
ノ・レッジャー
ノ」と「パルマ産
生ハム（プロ
シュート）」の産
地として世界的に
有名な美食の都
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パルマ大学との教員・学生間の交流

ガストロミーツーリズムに
関する講義

梅ヶ島での日・伊の合同FW
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（本学HPより転用）



観光マネジメント
をパルマで学ぶ
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パルマ大学との交流、連携、協働

•本学とは、パルマ大学と共通体験の共有に留まら
ず、共通のテーマをもって学術交流を行うプログ
ラムを実施してきました
•2025年3月17-22日にはパルマ大学と共同で合同
ワークショップ（WIDEプログラム）を実施しま
した。
•相互交流（連携）の段階から、共通の目的に向
かってプロセスを共有しながら共に活動する（協
働）の段階へ
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WIDEプログラム
の様子

•パルマの現地の
企業と連携した
ビジネス提案

•パルマ大学の学
生だけでなく、
パルマ大学に滞
在しているブラ
ジルの学生たち
との協働での提
案

10



半年間（パルマ大学に滞在する意義）

• ヨーロッパに半年間いることで、その場でないと体験できない
多くのことがあります。

• 講義は英語のものを受けてもらうことになりますが、当然、現
地の言葉を学ぶ機会もあります（留学生にはイタリア語入門の
受講が義務付けられています）。

• 何よりイタリアの食と文化を２０代のうちに体験できるのはか
けがいのない体験になるはずです！！
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(7) 語学要件

①英語：TOEFL iBT 70点以上、または同等の英語力を証明でき
ること
TOEIC L&Rのみは不可（スピーキング、ライティングを含む試
験が望ましい）
*CEFR B2相当の英語水準があることが望ましい。（※基準点
未満の場合も応募可）
TOEIC L&Rのようにリスニング、リーディング能力のみのもの
は不可
②派遣時までにイタリア語検定４級以上を取得していること。
なお、現地の留学先では、パルマ大学の言語センターが提供する
「外国人留学生向けイタリア語講義」を履修する必要があります。
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実践的な英語が必要です

• ともかく話ができないと講義は大変です。

• ディスカッションの機会が多くありますので、自分の意見を言
えるようにしましょう。

• 多くの場合は「慣れ」です。

• 物怖じせず、チャレンジしていく精神が大事です！！
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質問は気軽に

• 上野 雄史（経営情報学部）

• ueno@u-shizuoka-ken.ac.jp

• 一般教育棟４階2401室

• メールを送る際には件名に「パルマ大学の交換留学の相談」と
して、学籍番号、氏名を添えて送ってください。
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